
◆その他

・昼食の準備は、あらかじめ各自で準備をお願いします。（現地での調達はできません。）
・すでにボランティア保険にご加入の方はお知らせください。

※生協がボタンティア保険の加入手続きと保険料を負担します。
・とやま生協のスタッフもボランティアに同行し活動します。

お問い合わせ先
とやま生協 組合員活動支援グループ 076-443-8806 月～金 9時～18時

能登復興支援ボランティア

-想定される活動内容（時間経過に伴い、被災地のニーズが変わります。）

◆登録対象：とやま生協の組合員とそのご家族（高校生以上）

※ただし、高校生の場合は保護者同伴が必要です。

◆活動内容：現場での災害ボランティア活動

◆登録期間：2026年3月まで

◆登録方法（登録から活動までの流れ）

◆活動先：石川県能登地方 ※ボランティアバスを出します。

※詳細は裏面をご覧ください

※登録後は、毎年継続意思確認を行います。

とやま生協は、助け合いの組織として、1月の能登半島地震、そして9月の能登豪雨災害の被災地支援として、物資輸送

やボランティアセンターの支援など、これまでにのべ112名の職員が支援を行ってきました。被災地では、現在も1階が潰

れたままの木造家屋や、豪雨により、河川や裏山からの土砂が民家に流れ込むなど、住民のくらしに影響が出ています。仮

設住宅は整備されていますが、今回の地震や豪雨により被災された方々は、精神的、金銭的にも大きな負担となっており

息の長い支援が必要です。

とやま生協は、組合員から支援に参加したいとの意見を受け、支援の輪をひろげるため、ボランティアバスの運行を決定

しました。被災された方々を継続的に支援し続けられるよう、「能登復興支援ボランティアの事前登録者」を募集します。事

前登録された方には、とやま生協がボランティアを実施する際はご案内をします。みなさんのご登録をお待ちしています。

【申し込み方法】

2次元コードを読み
取るかﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞより
お申込みください。

ボランティアにかかわる費用は、組合員のみなさま
から寄せられた「能登半島地震及び能登半島豪雨災
害支援募金」を活用します。

※現地のニーズとのマッチングが必要なため、ボランティアの内容が分かるのは当日となります。
※体力に自信のない方もできる範囲の作業で構いません。現地では女性の方も多く活躍しています。

地震の災害ゴミの仕分けや掃除、洪水による土砂や家財の撤去、
家の掃除等、仮設住宅のサロン支援等



富山センター （発）6：00

西部センター （発）6：30

輪島市災害たすけあいセンター （着）9：00

現地活動開始10:00

現地活動終了・撤収15:00

輪島市災害たすけあいセンター （着）15：30

ボランティア活動終了16：00

西部センター（着）18：30

富山センター（着）19：00

【能登半島地震及び能登豪雨災害支援募金にご協力下さい。】
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・④は、活動日の2週間前までにメール送付します。
※定員が超える応募があった場合は抽選となります。

能登復興支援ボランティア（登録者）
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⑤当日のボランティア活動

約200名のボランティア
の方々と全体朝礼

あちこちに陥没が目立つ
「のと里山街道」を通って
目的地へ。

※災害ボランティアセンターの拠点

昼休憩
（参加者同士でおしゃべり）

水分を含んだ重い土砂の搔き出し
土砂を詰めた土のうの
運び出し作業の様子

汚れた作業道具の水洗い

2024年11月16日開催事例

注文番号
募金方法 375071
■ OCRマークシート（注文書）で募金できます。
■ eフレンズからも申し込みできます。
■ お預かりした募金は税制控除対象とはなりません。
■ 募金は商品代金と一緒に引き落としになります。

〈
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2 4 1 0 2 4 ７ 1 0 1 2 3 ４ ５ ６ ７

3 7 5 0 7 1 1

3 7 5 0 01 17

※9口までは1桁、10口以上は2桁注文欄に記入。

100円の
場合

1,000円の場合

・注文数に１を記入すると100円（非課税）、10を記入すると1,000円
（非課税）の募金となります。
・1万円（以上）の募金は、2週に分けて注文数の合計が「１００以上」になる
よう記入してください。

※受付期間 3/28（金）まで延長します。

当日の活動報告はこちら

寄せられた募金は、
①被災者を支援する義援金 ②被災地を支援している団体
への支援金 ③とやま生協が行う支援活動費として取り扱
います。※①②は、日本生協連を通じてお届けします。

自分が役に立つのだろうか？と心配でし
たが、小さなことでも一人ひとりできる
ことを一生懸命にやることが被災者の力
になることを実感しました。実際に現地へ
行き、様々な支援が必要な状況が続くこ
とがわかりました。

参加者の感想


